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「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」の
設
置
に
よ
っ
て

豊
か
な
議
会
運
営
の
可
能
性
が
ひ
ろ
が
る
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改
革
短
信　
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今
年
二
月
、
斜
里
町
議
会
か
ら
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の

助
言
を
求
め
ら
れ
出
向
い
た
。
芽
室
町
か
ら
は
議
会
モ
ニ

タ
ー
Ｏ
Ｂ
で
現
議
会
改
革
諮
問
委
員
の
二
人
も
同
席
し
た
。

斜
里
町
議
会
で
は
、
二
グ
ル
ー
プ
編
成
で
議
員
と
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
議
会
の
課
題
な

ど
を
洗
い
出
し
た
。
住
民
の
素
朴
で
ス
ト
レ
ー
ト
な
意
見

内
容
に
、
芽
室
町
議
会
の
設
置
当
初
を
思
い
出
し
た
。

　

道
内
で
は
住
民
で
構
成
す
る
議
会
モ
ニ
タ
ー
設
置
の
動

き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
最
初
に
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
栗

山
町
議
会
（
二
〇
〇
九
年
）、次
い
で
芽
室
町
議
会
（
一
二

年
）、
登
別
市
議
会
（
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
：
同
年
）
が
導

入
し
、
浦
幌
町
（
一
三
年
）、
広
尾
町
・
別
海
町
・
斜
里

町
（
一
六
年
）、
中
標
津
町
（
一
七
年
）
が
続
き
、
現
在

で
は
八
議
会
を
数
え
る
。
ま
た
、
苫
小
牧
市
、
厚
沢
部
町
、

幌
加
内
町
、
下
川
町
、
豊
富
町
、
清
水
町
な
ど
も
検
討
中

と
の
こ
と
で
あ
る
（
公
共
政
策
研
究
所
調
べ
）。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
設
置
の
ね
ら
い
は
、「
議
会
運
営
に
住

民
の
要
望
・
提
言
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
る
。
そ
の

役
割
は
、
議
会
の
各
種
会
議
の
傍
聴
を
通
し
て
議
会
運
営

や
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
意
見
や
提
言
を
寄
せ
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
年
数
回
、
議
員
と
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

な
ど
が
主
流
で
あ
る
。
議
会
に
対
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
は
異
な
り
一
方
通
行
と
は
な
ら
ず
、
住
民
を
代
表

す
る
意
見
で
は
な
い
点
を
差
し
引
い
て
も
実
施
の
メ
リ
ッ

ト
は
き
わ
め
て
高
い
。

　

芽
室
町
議
会
改
革
の
進
展
は
モ
ニ
タ
ー
設
置
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
一
一
年
の
議
会
報
告
と
町
民
と
の
意
見

交
換
で
は
、
複
数
の
町
民
か
ら
議
会
運
営
と
議
員
活
動
に

対
し
て
猛
抗
議
を
受
け
た
。
議
会
は
こ
れ
に
ひ
る
ま
ず
、

こ
れ
を
改
革
の
好
機
と
捉
え
、
住
民
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
を
議
会
活
性
化
計
画
に
盛
り

込
み
、
翌
年
に
一
〇
人
の
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
た
。
初
代

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
議
会
を
激
し
く
罵
倒
し
た
住
民
に
あ
え

て
就
任
を
お
願
い
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
本
会
議
、
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、
議
員

研
修
会
の
傍
聴
を
重
ね
、
当
初
の
会
議
予
定
回
数
を
上

回
っ
て
活
発
に
動
い
た
。
モ
ニ
タ
ー
だ
け
の
会
議
も
行
っ

て
、
ま
と
め
た
意
見
を
議
会
に
示
し
続
け
た
。
議
会
側
も

こ
れ
に
真
摯
に
こ
た
え
て
改
善
策
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
議
会
基
本
条
例
案
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
意
見
を
仰
い
だ
が
、
一
人
の
モ
ニ
タ
ー
が
基
本

条
例
の
「
評
価
・
検
証
」
の
導
入
を
強
く
主
張
し
た
の
で
、

そ
の
方
法
を
体
系
化
し
、
自
己
評
価
の
芽
室
町
方
式
を
つ

く
っ
た
。
全
国
的
に
ひ
ろ
ま
っ
た
こ
の
し
く
み
も
原
点
は

モ
ニ
タ
ー
の
提
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
政
策

形
成
サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
付
や
そ
の
他

の
提
言
な
ど
も
次
々
に
実
現
し
た
。

　

制
度
導
入
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
一
五
年
、
議
会
運
営

の
改
革
・
活
性
化
は
一
定
の
水
準
に
達
し
た
と
判
断
し
、

登
別
市
議
会
が
先
行
実
施
し
た
政
策
面
へ
の
シ
フ
ト
を

図
っ
た
。
長
野
県
飯
綱
町
議
会
の
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

を
視
察
調
査
し
、
モ
ニ
タ
ー
設
置
要
綱
に
「
政
策
提
案
機

能
の
強
化
」
を
加
え
た
。
そ
し
て
一
六
年
に
モ
ニ
タ
ー
を

二
〇
人
に
増
員
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
各
委
員
会

の
抽
出
政
策
を
議
論
す
る
方
法
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
四
四
人
が
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
、
そ
の
う
ち

一
〇
人
が
議
会
改
革
諮
問
会
議
委
員
を
務
め
た
。
提
言
・

意
見
数
は
実
に
八
八
三
件
に
及
び
、
議
会
審
議
や
政
策
提

案
へ
つ
な
げ
る
な
ど
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

他
議
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
な
り

手
問
題
を
心
配
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
公
募
方
式
で
は
自

ら
手
を
挙
げ
る
住
民
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
各
議
員

が
地
域
・
性
別
・
職
業
・
年
齢
・
住
民
年
数
を
踏
ま
え
て

推
薦
す
る
工
夫
を
す
れ
ば
よ
い
。
任
期
も
半
数
を
再
任
す

る
こ
と
で
継
続
性
を
担
保
す
る
。
制
度
を
継
続
す
る
要
諦

は
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
活
動
内
容
と
改
革
成
果
を
白
書
で

広
く
公
表
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
議

員
の
な
り
手
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
さ
え
秘
め
る
。

　

当
研
究
会
に
は
議
会
改
革
が
進
ま
な
い
議
会
の
議
員
か

ら
多
数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
。
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入

を
提
案
し
て
も
難
し
い
場
合
に
は
、
少
数
の
議
員
同
士
が

ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
、
各
支
援
者
に
「
議
会
ウ
オ
ッ
チ
」
な

ど
の
呼
び
か
け
を
し
て
は
ど
う
か
。
そ
こ
か
ら
議
会
改
革

策
の
請
願
・
陳
情
へ
の
移
行
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
議
会
に

風
穴
を
開
け
る
の
は
、
こ
う
し
た
議
員
と
住
民
の
結
び
つ

き
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
つ
の
時
代
も
、
改
革
は
少

数
派
か
ら
始
ま
り
、そ
の
後
に
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
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